
2015年度事業報告書

ＮＰＯ法人　ネパール野球ラリグラスの会　

Ⅰ　事業期間

2014年 10月 1日～2015年 9月 30日

Ⅱ　事業の成果

　当初の計画において、当期は、ネパールでのグラウンド建設のための調査、６年ぶりの野
球指導員派遣、日本在住のネパール人に対する野球普及活動等の様々な活動を行う予定でし
た。しかしながら、４月２５日にネパールでＭ７.８の大規模地震が発生した影響で、計画
の大幅な変更を余儀なくされました。
　地震発生後は、当会でもネパールの震災復興のための様々な活動を行いました。その中で、
５月８日から５月１２日に渡って小林理事長と鈴木監事がネパールを訪問し、現地の状況を
調査するとともに、バクタプルの被災者に支援物資を手渡しました。その後は、日本での募
金活動、支援の呼びかけの広報活動などの活動を行い、多くの方々のご支援を賜りました。
　また、４月には、日本国政府が推進するスポーツによる国際貢献事業「Sport for 
Tomorrow」のコンソーシアムへの当会の入会が認められました。同コンソーシアムには日本
の主要なスポーツ団体、企業、大学等が多く入会しており、これらの団体との協力が当会の
活動およびネパール野球の発展に寄与するものと考えています。

Ⅲ　事業の実施状況

　１　特定非営利活動に係る事業

　（１）Sport for Tomorrow

　「スポーツ・フォー・トゥモロー・コンソーシアム」の会員として承認された。
「Sport for Tomorrow」は、2014年から東京オリンピック・パラリンピックを
開催する2020年までの７年間で開発途上国をはじめとする100カ国以上・1000万
人以上を対象に、日本国政府が推進するスポーツを通じた国際貢献事業である。
（入会承認日）2015年 3月 25日

　（２）ネパール語のルールブック作成

　2002年にもネパール語のルールブックを作成したが、今回は、より簡潔で画
像や写真を多く使ったものにした。作成したルールブックは、東京での野球交流
会やネパールでの野球指導に活用している。
（完成日）2015年 3月 27日

　（３）ネパール野球交流会 in東京

　近年増加している日本在住のネパール人にも野球広める一環として、東京のネ
パール人学校「エベレスト・インターナショナル・スクール」で野球交流会を
行った。同校との交流は今後も続けて行く予定。
（実施場所）エベレスト・インターナショナル・スクール（東京都杉並区）
（実施日時）2015年 4月 14日

　（４）ネパールの震災復興支援

　2015年 4月 25日にネパールで大規模地震が発生した。当会では、地震発生直
後に小林理事長と鈴木事務局長がネパールに赴いて、現地の状況調査や支援物資
の配布を行った。一方、震災復興支援金の募集を行い、野球関係者をはじめとし



て多くの皆様からご支援をいただいた。
（実施日時）2015年 4月 25日から
（受取支援金）2,517,633円　（支援物資購入等） 634,919円

　（５）ＭＬＢへのネパール人コーチ派遣

　ネハールから２名のコーチを中国・常州市にあるＭＬＢ発展センターに派遣。
２週間に渡り、指導者としての研修を行った。
（実施場所）ＭＬＢ発展センター（中国・常州市）
（実施日時）2015年 6月1日から2015年 6月15日

　（６）野球指導員の派遣

　６年ぶり第７代目の野球指導員として重田大輝を派遣した。当初は４月下旬か
らの派遣予定であったが、地震の影響により８月からの短期間の派遣となった。
（実施場所）ネパール（カトマンズ、バクタプル、パタン、ドゥリケル）
（実施日時）2015年 8月2日から2015年 9月 19日

（７）公認パートナーの認定と支援

　当会では、ネパールのみならず、世界の野球発展に貢献したいと考えており、
日本国外でも多くの方々と連携している。その中で、特に関係の深い、スリラン
カ出身で国際審判員のスジーワ・ウィジャヤナーヤカ氏、パキスタン出身で０６
ブルズの選手のアブドラ・バラ選手を公認パートナーとして認定し、その活動を
応援して行くこととした。
　今年度、スジーワ氏は選抜高校野球大会で審判を務めた。また、アブドラ選手
は０６ブルズで３勝を上げるとともにパキスタン代表として９月にアジア野球選
手権に出場した。

（８）大阪経済法科大学との連携

　大阪経済法科大学と連携し、今後、互いに協力して様々な活動を行うこととし
た。２月には同大学のネパールでのスタディーツアーが実施され、当会も全面協
力した。

Ⅳ　社員総会の開催状況

　第２回通常総会
　　　　（日　時）　　２０１４年１２月７日　１０時００分から１１時３０分
　　　　（場　所）　　大阪市立男女共同参画センター 東部館（クレオ東大阪）
　　　　（社員総数）　２４名
　　　　（出席者数）　２４名（うち委任状出席者１７名、書面表決者０名）
　　　　（内　容）
　　　　　　（１）2014年度活動報告
　　　　　　（２）2014年度決算の承認
　　　　　　（３）2015年度活動計画の承認
　　　　　　（４）2015年度活動予算の承認
　　　　　　（５）定款変更の承認
　　　　　　（６）役員改選の承認

Ⅴ　理事会その他の役員会の開催状況

　当該事業期間中、原則として毎月１回の定例会議を開催した。但し、８月は出席
者の都合が合わず、開催できなかった。


